
区民文化センター、公会堂、地区センターの役割・機能の違いについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ 区民文化センター条例 ] 
１：地域に根差した個性ある文化の創造に寄与す

るために設置 
２：次の事業を実施 
(1) 文化活動のための施設の提供に関すること 
(2) 文化活動に関する情報の提供に関すること 
(3) 文化活動に関する事業の相談に関すること 
(4) 文化事業の企画及び実施に関すること 
(5) その他センターの設置の目的を達成するた

めに必要な事業 

[ 公会堂条例 ] 
１：市民の集会その他各種行事の用に供

する目的のために設置 

区民文化センター 

【運営面の違い】 

・施設利用上のスタッフが常駐 
・貸館としての施設提供 
・鑑賞や創作、体験等の自主企画事業、アウト

リーチを実施 
・照明や舞台操作の専門スタッフも常駐 
・文化芸術活動に対する相談に対応 
 
【設備面の違い】 

・ホール、楽屋、音楽ルーム（リハーサル室） 
・ギャラリー、練習室、会議室 
・情報コーナー等 

【運営面の違い】 

・施設利用上のスタッフが常駐 
・貸館としての施設提供 
 

 

 

 

 

【設備面の違い】 

・講堂※１、控室、リハーサル室 
・会議室、和室等 
 
※１ 最近整備される公会堂の講堂は取り外せる音響反射

板がある等、音楽ホールとしての水準も有している多

機能な講堂。 

地域における文化振興のための施設 
（練習や創作、発表の場としての貸館・情報提供・ 

活動支援・自主事業等） 

多目的な集会施設 

（貸館） 

公会堂 

[ 地区センター条例 ] 
１：地域住民が自らの生活環境の向上のために自主

的に活動し、及びスポーツ、レクリエーション、

クラブ活動等を通じて相互の交流を深めるこ

とのできる場として設置 
２：次の利用を提供 
(1) スポーツ、レクリエーション、クラブ活動及び

学習 
(2) 講演会、研究会、展示会その他各種集会の開催 
(3) その他地域住民の自主的な活動と相互の交流

のため必要な事項 
３：地域住民の福祉の向上を図るため、自ら事業を

行ない、地域住民の自主的な活動を援助 

【運営面の違い】 

・施設利用上のスタッフが常駐 
・貸館としての施設提供 
・講座、研修等の自主企画事業を実施 
 

 

 

 

【設備面の違い】 

・会議室、和室 

・工芸室、音楽室、料理室 

・体育室、グラウンド等 

地域での市民活動・レクリエーション施設 
（生涯学習や市民活動の場としての貸館・ 

自主事業等） 

地区センター 
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（単位：円）

席数・㎡数 平日 土・日・休日 席数・㎡数 平日 土・日・休日 席数・㎡数 平日 土・日・休日 席数・㎡数 平日 土・日・休日

入場料なし 38,000 45,000 49,500 57,500 43,000 50,500 58,000 68,000

入場料あり 63,500 75,000 82,500 96,500 71,500 84,000 96,500 113,500

入場料なし 12,500 15,000

入場料あり 21,500 25,500

入場料なし

入場料あり

入場料なし

入場料あり

83㎡ 11,500 13,500 90㎡ 12,500 14,600 146㎡ 20,000 23,500 138㎡ 19,000 22,000

53㎡ 7,600 8,500 24㎡ 3,300 3,800 54㎡ 7,200 8,100

27㎡ 3,800 4,200 35㎡ 4,800 5,600 42㎡ 5,400 6,100

23㎡ 3,300 3,700 43㎡ 6,100 6,900 42㎡ 5,400 6,100

35㎡ 5,000 5,600 72㎡ 10,200 11,600

54㎡ 4,200 5,000

31㎡ 21㎡ 37㎡

31㎡ 21㎡ 37㎡

23㎡ 32㎡ 16㎡ 31㎡

23㎡ 25㎡ 17㎡ 39㎡

14㎡ 19㎡ 45㎡

18㎡ 27㎡ 61㎡

平成26年12月17日現在

-

-

-

138㎡ 151㎡

1,800

2,100

3,300

5,800

3,900

-

-

楽屋Ａ 3,000 4,200 1,800 3,900

-

会議室１ 3,000

横浜市区民文化センター利用料金の比較表（１日利用）

－

386席 336席

－

453席

110㎡
・

130㎡

3,500

戸塚区民文化センター

相鉄沿線沿い　２館

2,100 3,700

練習室３

5,500

－ －

- -

－

-

3,300

6,500

10,000

5,100

3,700

2,100

2,400

258㎡

5,700

7,900

附帯設備

110㎡

3,000

3,000

会議室２

楽屋Ｂ

ギャラリー
(全面)

音楽ルーム
(リハーサル室)

－

楽屋Ｃ

楽屋Ｄ

練習室４

創作室

旭区民文化センター 泉区民文化センター

2,400

練習室１

練習室２

緑区民文化センター

3,100

4,600 6,400

ギャラリー
(片面利用)

4,300

平成25年度開館の２館

8,000（上限）

ホール

音楽ホール －

300席

103席

-

－

利用料金の算出方法 
 ①ホール、音楽ホール ⇒ 席数に応じて算出（車いす席等を含む） 
 ②それ以外の諸室   ⇒ 平米数に応じて算出（前室や控室等を含む） 
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20歳未満, 
3, 0%20歳代, 38, 

4%
30歳代, 
163, 16%

40歳代, 
270, 26%

50歳代, 
179, 17%

60歳代, 
210, 20%

70歳以上, 
149, 15%

無回答, 19, 
2%

将来にわたり安全を確保しながら市民ニーズの変化に対応するためには 

将来の建替を見据えて、これまで以上に総合的なマネジメントが求められています。

Ｑ２：将来の建替を見据えた再編整備の取組のねらいとし

て、特に重要だと思うものは？（３つまで） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜主な自由意見＞ 

・利用者が固定化している施設の廃止。 

・維持管理を容易にし、管理コストを削減するための戦略。 

・運営の民営化を進める。 

・交流の場を設けることで必要な改善や連携を見出せる

と思う。 

・建替前提で議論すべきではない。売却も視野に。 

・利用促進ではなく、利用状況の見える化。 

Ｑ１：少子高齢化の進展や人口減少が想定されるなど大き

な転換期の中で、老朽化が進む公共建築物のマネジメ

ントとして、特に重要だと思う取組は？（複数選択可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜主な自由意見＞ 

・建物ごと、事業ごとに行政の担当部署が異なることが

非効率で必要な設備改善にならない原因ではないか。 

・有料化に可能性を見いだせます。行政サービスは受益

者負担が原則と考える。 

・安易に民間に売却せず、将来を見据え市民のためにス

トックして欲しい。 

・将来に費用負担となるものは出来るだけ避けて欲しい。 

・時代のニーズに合わなくなった資産の廃止、取壊し。 

Ｑ３：再編整備を進める際に、地域活動の核になると考え

られる施設は？（３つまで） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な自由意見＞ 

・駅、コンビニ、スーパー 

・ショッピングセンター 

・保育所、有料老人ホーム、デイサービスなどを一体

化した施設 

・町内会館 

・公園 

Ｑ４：その他の意見（全 285 件の意見をいただきました）

・各施設の稼働率等を算出して施設ごとに修繕したり

売却の方向に切り替えを検討していくことは大切だ

と思います。人口がこの先減少していくのですから。

・市の事務効率化、議員の削減、事業の再見直しによ

り縮小・廃止を行い、税収に見合った事業運営を行

うべきである。（本来は税金の減額が望ましい。) 

・安全性を犠牲にすることなく、運営していくために

は、選択と集中を進めることが必要だと思う。思い

切って廃止することも考えるべきだ。それがダメな

ら売却したらどうか。 

・様々な世代の人たち、様々の目的を持った人たちが

同一の場所に集まることで生まれる相互理解、交流

は必要である。 

・教育の場としての小学校はスペース仕分けや利用時

間帯を工夫すれば、十分地域活動の核になると考え

られる。 

・市の公共施設のうち、特殊な設備を必要としないも

のに関しては、民間の賃貸物件を利用するなど、思

い切ったコストダウンを図ることも検討していただ

ければと思います。 

・行政ならではのバックアップ機能がある。なんでも

効率化では切り捨てられるものが出る懸念。 

・色々な方法を試して頂きたい。住民等とのコミュニ

ケーションを第一としていただきたい。 

＜アンケート集計結果（意見募集期間：平成 26 年 4 月 11 日から 5 月 12 日まで）＞ 

アンケートの結果やお寄せいただいたご意見は 

今後の取組の参考とさせていただきます。 

年代構成 

公共建築物の現状と課題 
【将来人口推計】

福祉等にかかる予算の増加傾向と 

施設の保全や更新、整備に 

かけられる予算の減少傾向 

 

今後増大が想定される 

保全・建替コストの抑制 

【予算の推移】

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

施設の保全や更新、整備
にかけられる予算

福祉等にかかる予算

少子高齢化に加え 

将来想定される 

人口減少社会を見据える 

 

市民ニーズの変化への対応 

H12 H15 H20 H25 H30 H35 H40 H45 H47

人口

高齢者人口

生産年齢人口

年少人口

人口ピーク H31：約374万人

人口急増期に大量整備した 

学校施設をはじめとした 

公共建築物の老朽化 

 

適切な保全による安全確保 

～S

26

S

36

S

46

S

56

H

3

H

13

H

23

整
備
面
積

多

少

その他

学校

市民利用施設

人口急増期 約40年経過

【整備面積の推移】

保全費の確保と 

将来想定される建替への対応 

 

将来の建替を見据えた対応 

【保全・建替費の将来推計額】

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

H24 H26 H28 H30 H32 H34 H36 H38 H40 H42

（億円）

（年度）

耐震対策としての
建替費 建替費

保全費

地域ごとにばらつきのある 

施設の利用状況 

 

サービス提供の量の効率化 

【施設の稼働率の状況】

稼働率のばらつきの大きさ

稼働率（％） 高低

施
設
数
（
割
合
）

多

少

（例えば地区センターの場合）

市民利用施設の運営や保全に 

かかる費用の約８割は 

利用に関わらず市民全体で負担 

 

利用増やコスト削減などの 

運営の効率化 

【保全・運営コストの内訳】 

（年間）

保全費等
81億円

（25％）

使用料等
64億円

（20％）

管理運営費
237億円
（75％）

税負担
254億円
（80％）

総額：318億円（市民利用施設）

横浜市公共建築物マネジメントの考え方 概要版 

～ 必要なサービスを持続的に提供するために ～ 
アンケート媒体 回答数（件） 割合（％）

ハガキ 185 17.9%

FAX 1 0.1%

電子申請 15 1.5%

電子メール 2 0.2%

eアンケート 829 80.3%

合計 1032 100%

横浜市民からの回答＝1012名（98.1％）

横浜市外からの回答＝20名（1.9％）

518

470

514

488

70

0 100 200 300 400 500 600

効率的で効果的な保全の取組

効率的かつ適切な施設運営

再編成による施設規模の効率化

新たな財源創出

その他

件

553
433

546
470

190
159

459
50

0 100 200 300 400 500 600

行政コスト縮減

利用状況改善

保有資産有効活用

施設多目的化

住民交流促進

多世代の交流促進

災害連携強化

その他

件

478
251
264

330
68

533
196

106
165
175

398
41

0 100 200 300 400 500 600

小学校

中学校

コミュニティハウス

ケアプラザ

市営住宅

地区センター

図書館

老人福祉センター

スポーツセンター

公会堂

区役所

その他

件

YH-12-00006056
テキストボックス
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４つの方向性を 

踏まえて 

将来の建替を 

見据えた取組を 

進めます！ 

時期をずらす

建替

規模を効率化する

長寿命化 再編整備 平準化

建替

建替量を平準化する

①効率的・効果的に保全 ②効率的に適切に運営 ③効率的な施設量 ④新たな財源を創出

計画的な建替に必要なマネジメント

【土台】取組の方向性（今回示した部分）

必要な
サービスの

持続的な提供
の実現

建替

「利用状況」と「コスト情報」で着実に

運営改善＆利用者負担の適正化 

利用状況、
コスト情報を把握

施設の目的
を踏まえて

利用者増・サービス向上・コスト縮減

D

D

目標設定

P

Ｄ
Ｃ

Ａ

施設運営
運営評価

改善実施

効率的に適切に運営 取組の方向性② 

民間運営など新たな運営手法も検討 

利用見込みのない未利用の土地・建物は 

貸付・売却 

活用できる空間は積極的に活用 

民間資金、ノウハウも積極的に活用 

新たな財源を創出 取組の方向性④ 

建築に必要な大きさに
土地を縮小

公共施設

建築可能

公共
施設

貸付
売却

財
源

公共施設

貸付

財
源

余剰床最大限建築

地域サービス施設を集約して、施設を効率化＆有効活用 

建替などの 
タイミングを 
捉えて… 

市民ニーズの変化に対応し、必要な機能を充足しながら施設を再編 

必要なサービスを効率的な施設量で提供 取組の方向性③ 

地域の皆様と 
話し合いを 
しながら… 

災害時
の

連携強化

住民同士
の

交流促進

利用状況
の

改善

福祉機能

会議・集会機能

保育機能

図書機能

屋内運動機能プール機能

多世代交流
の

促進

地域活動の核
となる施設 室①

（目的イ）
室②

（目的ロ）

Ａ施設

室①
（目的イ）

共有
（目的ロ）

室④
（目的ハ）

複合施設（Ａ施設＋Ｂ施設）

規模
効率化

室③
（目的ロ）

室④
（目的ハ）

Ｂ施設

目的が同じスペースは一つで兼ねてしまおう！

施設機能の一部を
Ｂ施設と兼用する

室③
（目的ロ）

室④
（目的ハ）

Ｂ施設（未整備）

室①
（目的イ）

室②
（目的ロ）

Ａ施設

室①
（目的イ）

室②
（目的ロ）

Ａ施設

Ｂ施設

室④
（目的ハ）

規模
効率化

既存のスペースで足りるなら新たに作らなくても良いかも！

専用の部屋から何にでも使える部屋へ！

室①
（目的イ）

室②
（目的ロ）

室③
（目的ハ）

A施設

室①
（目的イ）

多目的室
（目的ロ・ハ）

A施設

規模
効率化

複合化

分館化

多目的化

しっかり点検し、安全確保＆保全コストの増大を抑制 

効率的・効果的に保全 取組の方向性① 

防災拠点等

大型集客施設

一般の施設

新
築

建
替

建
替

故障 故障

点
検

点
検

点
検

点
検

点
検

点
検

点
検

点
検

点
検

修繕 修繕

修繕 修繕

建
替

長寿命化・予防保全へ

新
築

点検結果

A施設

【 部材 】
屋根
外壁
・
・

【劣化度】
A
B
・

点検結果や施設の特性等を考慮し、
保全を実施していきます

施設の特性

修繕が必要 修繕が必要

横浜市の
保全手法

公
共
建
築
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
３
原
則 

Ｂ

Ａ

施設維持コスト

施設量

現在
予算額

現整備計画
による施設量

保全・運営
の最適化

施設規模
の効率化

目標施設量のみで
対応する場合

[傾き]：年間コスト単価
（円/㎡）

予算のみで
対応する場合

現
老朽化の進展
によるコスト増

施設
財源創出

【現在】 劣化状況を踏まえ、安全を最優先に保全を実施現

老朽化の進展によるコスト増
⇒年間コストの傾きが増す

予算のみで対応する場合

安全性の確保や建替が困難、
他事業の大幅な縮小が必要となる恐れ

Ａ

施設量のみで対応する場合

施設量の大幅な減少により、必要な

サービスを十分に提供できない恐れ

Ｂ

今後の新たな目標地点
財政と必要なサービスの提供の両立を目指す

取組の方向性
①～④

原則 1 

原則 2

原則 3
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